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図一6－2．編地一90°C処理の強伸度曲線
処理温度（°C）
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繊維表層を一旦凝固させ，アクリル繊維に対する溶解作
用が発現するに満たない濃度で，凝固層のみを分散，
溶解する濃度の溶液で処理する改質法も考案されてい
る8）。
　6．繊維表面の観察
　75°Cのトリクロルエチレンにて15秒処理，超音波20
kcを照射および石英砂を混入して照射した75デニール
のパィレン編地につき，繊維表面を観察した。トリクロ
ルエチレン溶液による上記処理では処理前の繊維表面と
の差異は認められないが，処理条件を高くして硬化した
編地の繊維表面には，顕著な凹凸が表われている。超音
波照射により荒れた表面状態を呈しているが，石英砂混
入による効果は顕微鏡的には認められない（図一7）。
　電子顕微鏡による観察に従うと薬品処理による繊維表
面の変化は認められないが，ナイロン，パイレンとも薬
品の処理条件により，感触変化を生ずる事が手触りでわ
かる。他方超音波照射の効果は感触上特に感じられない
が，繊維表面に荒れた波紋状を呈している。このような
変化が感じられないのは繊維表面の変化が触覚の限界以
下なのであろうか，あるいは薬品による収縮，フィラメ
ントの融着，硬化のような組織全体の変化が激しく，こ
うした構造上の大きな変化が優先して感じられるからで
あろうか，などと考えてみた。超音波の周波数，照射時
の諸条件を検討する事により，繊維表面の変化を触覚限
界以上に強めなければ，感触の変化は望めないのではな
いか。
　7．吸湿性
　ナイロンでは処理布の吸湿性増加が認められたが，パ
一 16一
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図一7。　パイレン繊維表面の電子顕微鏡写真
1．未処理
3．　石英砂混入し超音波照身1
2．　トリクロルエチレン処理
4．　トリクロルエチレン処理により硬化した部分
4
イレンでは薬品，超音波，石英砂併用の処理をおこなっ
た場合も吸湿性の増加はみられない。
セルロース系繊維との交編・交織一応用へのみち
　ポリプロピレンの欠点を1つでも補い，衣料分野での
用途を拡げるためセルロース系繊維との交編，交織の方
法を考えてみた。これ迄もスフにポリプロピレン繊維を
混紡したP．P．スフ混は，オ・一・・一ルスフ製品に比べ優れて
いるという事でポリプロピレン繊維が他繊維の補完素材
としても用いられているようである9）。ここでは本報の
結果を応用し実験に使用した薬品の影響を受けないと予
想される綿を選び，綿をポリプロピレンに交編，交織す
る事によりポリプロピレンの欠点を補うばかりでなく，
構造1：の変化も加わり好ましい感触も発揮出来るのでは
ないかと考え，溶剤に対する挙動の違いを調べてみた。
　試料：ポリブロピレン　100％　（36フィラメントよ
　　　　りなる75デニールのパイレン）
　　　　綿　100％　40／1の糸
　　　　綿　100％　60／3の糸
　薬品：四塩化炭素（第2報のA）
　　　　四塩化エチレン（第2報のB）
　　　　トリクロルエチレン（第2報のD）
　方法：本報の方法に従いフィラメントおよび糸は5c
m×18cmの綿白布上に軽く両端を固定し，30分間の
浸漬処理乾燥後，収縮性，引張強度・伸度を測定した。
　結果：四塩化炭素，四塩化エチレン，トリクロルエチ
レン溶液70±2°C，90±2°C　（四塩化エチレン以外
はそれぞれの沸点）にて処理した。パイレンフィラメン
トの収縮は薬品，液温により顕著であるが綿糸は番手に
も関係なくほとんど収縮しない（図一8）。パイレンフ
ィラメントは処理後強度の低下を生じているが，綿糸で
は実験誤差を考慮すると変動はほとんどみられず影響を
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図一8．パイレンフィラメントと綿糸の収縮率
　　A：四塩化炭素　　B：四塩化エチレン
　　C：トリクロルエチレン
　　ー一一パイレンフィラメント
　　ー一一一一t－一綿糸40／1　一　　　綿糸60／3
　　・　70°Cにて処理　　x　90°Cにて処理
　　（×）それぞれの沸点
受けていない（図一9）。処理後のパイレンフィラメン
トには伸度増加が認められるが，綿糸も60番手で20％
前後，40番手ではそれ以上の伸度増大が見られる　（図
一一10）。収縮，強度に著しい変化を示すパイレンに比
べ，綿糸ではこれらの変化はほとんど認められないが伸
度のみ増加が見られる。
　考察：薬品には有毒な蒸気の危険性も少なく安価に入
手出来るトリクロルエチレン，四塩化炭素を使用し，高
温ではパイレンフィラメントの強度低下，収縮が顕著に
なるため70～75°Cの温度が適切と思われる。　より高
温では両繊維の収縮率差は50％にも及ぶが，70°Cにお
いても約10％の差を生ずるためこの差を編織物に応用
したく次のような考案をした。
　（A）タテ，ヨコ方向共パイレンフィラメントと綿糸
から成る交織布を織り，薬品処理を施す。綿の交織によ
り吸湿性が増加するばかりでなく，両繊維の収縮性の差
異から織物表面にシボが表われ，表面変化に伴ないワク
シー感の少ない圧縮弾性に富んだ感触が得られるのでは
ないかと考えられる。
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図一一9．パイレンフィラメントと綿糸の切断時強度
1二1：パイレンフィラメント70°C処理。パイレンフ
ィラメント90°C処理の結果は測定不可能のため得られ
ない。　他は図一8に同じ。
　（B）パイレンフィラメントと綿糸とをひき揃えて交
編布を編み立て，薬品処理をおこなう。パイレンの収縮
により2層構造即ち収縮せずたるみを持った綿の層と，
収縮し緊張したパイレンの層が形成される。綿の層は吸
湿性良く衛生的であるため内側（身体の側）に，パイ
レンの層は丈夫であるため外側にして着用すると，身体
にフィットで伸縮に富み衛生的機能を備えた着心地の良
いメリヤス肌着が得られると推察される。
要 ヒ臼
　ポリプロピレンのような純粋のパラフィンは，分子構
造や高い結晶性のため薬品，超音波に強く，影響を受け
にくいが，実験結果から次の事が明らかになった。
　1．Ultrason加工のようなシルキーな感触は得られ
ないが，本報の処理によりワクシー感が幾分除去され感
触の変化が認められた。　トリクロルエチレン65～70°
Cの溶液において浸漬，超音波照射，石英砂併用の処理
を行なった場合に好ましい感触が得られた。またタテ方
向へ15～20％伸長した張力状態における処理により，
トリコット風の感触が得られた。
　2．パイレンはトリクロルエチレン，四塩化炭素，四
塩化エチレン，四塩化エタン，モノクロルベンゼンの如
き塩素化炭化水素およびトルエン，キシレンのような芳
香族炭化水素の影響を受けるが，とりわけ始めに記した
3種類の薬品の影響を大きく受け，時に著しい変化を生
ずる。又溶解，膨潤，収縮の結果からも明らかである
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図一一10．パイレンフィラメントと綿糸の切断時伸度比較
（パイレンフィラメント90°C処理の結果は，収縮，からみ合いが著しく測定不可能のため欠く。）
が，溶液の温度上昇　（60～75°C，更にそれ以上）に
伴ない，フィラメント，編地の変動も顕著になる。処理
時間による影響は少なく，10分間，60分間の結果を比
較しても差異はごく僅かであり，有意な差は認められな
い程度である。
　3．　フ／ラメン1・の引張強度は，60°Cの浸漬処理に
より未処理フィラメントにおいて7．1％（｜・リクロルエ
チレン）～18．0％（クロルベンゼン，トルエン），90°
Cではそれ以上の強度低下を生じている。引伸伸度も
40°Cでは減少をみるが60°C処理でほぼ回復し，クロ
ルベンゼン，キシレンによる90°Cの処理では増加が認
められる。
　4．　編地の場合は，未処理布に比べ強度，伸度とも増
加している。強度は収縮が著しい程増大の傾向が見られ，
確認のための実験からも糸密度増加に起因する事が明ら
かとなった。パイレンにおよぼす薬品の影響力の大小に
より3つの異なった傾向が見られ，収縮の顕著なグルー
プ（3）に属するトリクロルエチレン，四塩化炭素，四
塩化エチレンによる処理布では，未処理布に比較すると
なお若干強いが高温においては60°Cの結果に比べ強度
が低下している。このような変化は強伸度曲線にも表わ
れ，低荷重での伸度減少から曲線が立ち，感触硬化と一
致し，高い条件下での顕著な収縮，硬化，編地構造の変
化，劣化など考えられる。
　5．超音波照射により幾分柔らかい感触を得るように
感じられるが，本報の実験結果から超音波の効果は少な
いと思われる。
　6．　セルロース系繊維との交編交織により吸湿性が増
加する。更に両繊維の収縮性の差異から表面構造が変化
しそれに伴ない感触変化も生じ，衛生的で着心地の良い
衣料になると推察される。
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Abstract
　Hard　waxen　touch　of　polypropylene　fiber　spoils　good　touch．　Therefore，　I　made　test　in　order　to
obtain　comfortable　handling．　Test　1．　Make　uneven　surface　of　fiber．　Test　2．　Stick　filament　by
chemicals．　Test　3．　Take　off　oily　adhesion　sticked　through　knitting　process．　Polypropylene　is　strong
against　chemicals，　ultrasonic　waves，　but　affected　easily　by　chlorinated　hydrocarbon　as
tri－chloroethylene，　carbon　’　tetrachloride，　tetra－chloroethylene，　chlorobenzene，　tetra＿chloroethane
and　aromatic　hydrocarbon　as　toluole，　xyloL　especially，　polypropylene　is　affected　by　three　chemicals
above　mentioned　and　clearly　changed　in　swelling，　shrinkage　and　solubility．　A　little　comfortable
handling　is　caused　by　the　treatment　in　65～70°C　tri＿chloroethylene　solution，　irradiating　ultrasonic
waves　and　using　quartz　sand．　The　results　of　this　test　to　polypropylene　approves　about　the　same　as
to　nylon　in　the　change　of　mechanical　property．　High　temperature　treatment　of　tri＿chloroethylene、
一 19一
carb・n　tetrachl・ride　and　tetra－chl・r・ethylene，　br・ught　hard　shrinkage，　hardening　t・uch　and　declining
・ftensile　strength・Stress－strain　curve　sh・ws　clearly　the　sa・ne　results　in　respect・f　hardening　t。uch．
I　adopted　this　results　above　mentioned，　for　the　fabrics　formed　of　cotton　and　polypropylene．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publication　September　30，1971）
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